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研究要旨 

 東北大学病院は東北ブロックにおいて唯一の小児がん拠点病院であり、東北ブロック

における小児がん医療体制の実態把握と、地域内連携体制のあり方の検討と具体的構築

が求められている。 

 本研究分担では、東北ブロックにおける小児がん拠点病院および小児がん診療病院 9

施設の診療実績と東北ブロック内の小児がん患者動態、小児がん長期フォローアップ医

療提供体制と地域連携、東北ブロック小児がん医療提供体制協議会の構成と東北ブロッ

ク内連携のための具体的方法についてまとめた。これらの結果をもとに、東北ブロック

内における小児がん医療提供体制のあり方について検討した。 

 

 

Ａ．研究目的 

 東北大学病院は東北ブロックにおいて

唯一の小児がん拠点病院である。 

 本研究分担では、東北ブロックにおけ

る小児がん拠点病院および小児がん診療

病院 9 施設において、その診療実績、長

期フォローアップ医療提供体制と地域連

携、東北ブロック小児がん医療提供体制

協議会の構成と東北ブロック内連携のた

めの具体的方法、そして東北ブロック内

の小児がん患者動態をまとめることによ

り、東北ブロックにおける小児がん医療

体制の実態把握と、長期フォローアップ

医療体制および地域内連携体制のあり方

の検討を行うことを目的とした。 

Ｂ．研究方法 

1.東北ブロック内の小児がん拠点病院お

よび小児がん診療病院での診療実績の把

握 

当該 9 施設に、血液腫瘍、固形腫瘍、

脳脊髄腫瘍に分類して、最近 3 年間の初

発症例数、再発症例数、紹介および受入

れ症例数の報告を依頼し、小児がん拠点

病院である当科にて集計を行った。 

2. 長期フォローアップ医療提供体制と地

域連携 

これについては、東北ブロックにおける

現在の治療提供状況をまとめた。 

3. 東北ブロック内の小児がん医療連携の

ための具体的方法 



東北ブロック内の小児がん患者動向の

解析結果を踏まえ、現在の状況のまとめ

を行い、今後の方向性について検討した。 

（倫理面への配慮） 

 小児がん症例の個人情報の保護につい

ては厳重な管理と配慮を行って対応した。 

 研究課題名「小児がん拠点病院でフォ

ローアップ中の小児がん経験者の実態調

査と長期的支援への橋渡しに関する研究」

は平成 27年 12月 21日に東北大学大学院

医学系研究科倫理委員会審査を受け、 

承認を得ている。 

 

Ｃ．研究結果 

1. 東北ブロック内小児がん拠点病院およ

び小児がん診療病院での診療実績 

 表１に東北大学病院における平成 24 年

から 26 年までの小児がん初発症例数を

示す。毎年 35－47症例の初発症例を診療

しているが、疾患内訳として固形腫瘍、

脳腫瘍症例が相対的に多い特徴がある。 

 

表 1：東北大学病院における診療実績 

 
 

 図１に東北ブロック小児がん診療病院

全 9施設の平成 26年における小児がん診

療症例数をまとめた。症例数としては東

北大学病院が多く、各小児がん診療病院

でも相応数の症例を診療していることが

把握できた。小児がん診療病院以外で初

発症例の治療を行っている情報は得られ

なかった。 

 

平成２４年 平成２５年 平成２６年
造血器腫瘍 15件 15件 17件
　　　　　ALL 6件 9件 9件
　　　　　AML 1件 1件 2件
　　　　　CML 2件 0件 0件
　　　　　まれな白血病 1件 0件 0件
　　　　　MDS/MPO 0件 1件 0件
　　　　　非ホジキンリンパ腫 3件 2件 4件
　　　　　ホジキンリンパ腫 0件 1件 1件
　　　　　その他のリンパ増殖性疾患 0件 0件 0件
　　　　　組織球症　HLH 0件 0件 0件
　　　　　組織球症　LCH 1件 1件 1件
　　　　　その他の組織球症 0件 0件 0件
　　　　　その他の造血器腫瘍 0件 0件 0件
　　　　　ダウン症TAM登録 1件 1件 0件
固形腫瘍 32件 20件 27件
　　　　　神経芽腫瘍群 3件 1件 2件
　　　　　網膜芽腫 1件 0件 0件
　　　　　腎腫瘍 2件 0件 0件
　　　　　肝腫瘍 0件 1件 2件
　　　　　骨腫瘍 5件 5件 6件
　　　　　軟部腫瘍 3件 1件 1件
　　　　　胚細胞腫瘍 3件 1件 1件
　　　　　脳・脊髄腫瘍 15件 11件 15件
　　　　　その他 0件 0件 0件
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中核病院に指定されている）、高度手術手

技と集学的治療を要する脳腫瘍症例、免

疫不全症など特殊な病態のある症例に特

化して、集約化することが必要であ

Ｄ．考察 

これらの結果から、

小児がん患者のほぼ全例が小児がん診療

病院にて診療が行われて

ックの特徴として、

各県の小児がん診療病院にて診療が完結

する傾向があることが把握でいた。

疾患別に検討した場

患者は東北全地域の小児がん診療病院に

て診療が行われて

者、特に脳腫瘍患者は

をはじめとして集約化に向かうことが

想された。 

小児がん拠点病院に集約すべき疾患と

しては、再発難治例、新規治療が必要な

症例（臨床治験を含む：東北大学病院は

臨床試験推進センターがあり、臨床試験

中核病院に指定されている）、高度手術手

技と集学的治療を要する脳腫瘍症例、免

疫不全症など特殊な病態のある症例に特

化して、集約化することが必要であ

これらの結果から、東北ブロックでは、

小児がん患者のほぼ全例が小児がん診療

病院にて診療が行われており、

ックの特徴として、標準的治療としては

の小児がん診療病院にて診療が完結

する傾向があることが把握でいた。

疾患別に検討した場合、血液悪性腫瘍

患者は東北全地域の小児がん診療病院に

て診療が行われている反面、

者、特に脳腫瘍患者は小児がん

をはじめとして集約化に向かうことが

小児がん拠点病院に集約すべき疾患と

再発難治例、新規治療が必要な

症例（臨床治験を含む：東北大学病院は

臨床試験推進センターがあり、臨床試験

中核病院に指定されている）、高度手術手

技と集学的治療を要する脳腫瘍症例、免

疫不全症など特殊な病態のある症例に特

化して、集約化することが必要であ

東北ブロックでは、

小児がん患者のほぼ全例が小児がん診療

おり、東北ブロ

標準的治療としては

の小児がん診療病院にて診療が完結

する傾向があることが把握でいた。 

合、血液悪性腫瘍

患者は東北全地域の小児がん診療病院に

反面、固形腫瘍患

小児がん拠点病院

をはじめとして集約化に向かうことが

小児がん拠点病院に集約すべき疾患と

再発難治例、新規治療が必要な

症例（臨床治験を含む：東北大学病院は

臨床試験推進センターがあり、臨床試験

中核病院に指定されている）、高度手術手

技と集学的治療を要する脳腫瘍症例、免

疫不全症など特殊な病態のある症例に特

化して、集約化することが必要であり、

東北ブロックでは、

小児がん患者のほぼ全例が小児がん診療

東北ブロ

標準的治療としては

の小児がん診療病院にて診療が完結

 

合、血液悪性腫瘍

患者は東北全地域の小児がん診療病院に

固形腫瘍患

拠点病院

をはじめとして集約化に向かうことが予

小児がん拠点病院に集約すべき疾患と

再発難治例、新規治療が必要な

症例（臨床治験を含む：東北大学病院は

臨床試験推進センターがあり、臨床試験

中核病院に指定されている）、高度手術手

技と集学的治療を要する脳腫瘍症例、免

疫不全症など特殊な病態のある症例に特

り、

集約化と均てん化のバランス

ら診療連携を行うことが重要と考えられ

た。

長期フォローアップ体制は、小児がん

拠点病院での体制は確立されているが、

小児がん診療病院での

おらず、今後の課題である。

診療連携においては、特に東北ブロッ

クにおいて、遠隔医療としての

ネットワークの構築は極めて有用であっ

た。

また、多職種医療スタッフの教育とし

て各研究会やセミナー主催を継続するこ

との重要性を認識できた。今後は、全小

児がん診療病院を対象とした診療支援部

会の設立に向けて活動する予定である。

 

Ｅ．結論

 東北ブロックにおける小児がん拠点病

院および小児がん診療病院

実績と東北ブロック内の小児がん患者動

集約化と均てん化のバランス

ら診療連携を行うことが重要と考えられ

た。 

長期フォローアップ体制は、小児がん

拠点病院での体制は確立されているが、

小児がん診療病院での

おらず、今後の課題である。

診療連携においては、特に東北ブロッ

クにおいて、遠隔医療としての

ネットワークの構築は極めて有用であっ

た。 

また、多職種医療スタッフの教育とし

て各研究会やセミナー主催を継続するこ

との重要性を認識できた。今後は、全小

児がん診療病院を対象とした診療支援部

会の設立に向けて活動する予定である。

Ｅ．結論 

東北ブロックにおける小児がん拠点病

院および小児がん診療病院

実績と東北ブロック内の小児がん患者動

集約化と均てん化のバランス

ら診療連携を行うことが重要と考えられ

長期フォローアップ体制は、小児がん

拠点病院での体制は確立されているが、

小児がん診療病院での体制は把握さえて

おらず、今後の課題である。

診療連携においては、特に東北ブロッ

クにおいて、遠隔医療としての

ネットワークの構築は極めて有用であっ

また、多職種医療スタッフの教育とし

て各研究会やセミナー主催を継続するこ

との重要性を認識できた。今後は、全小

児がん診療病院を対象とした診療支援部

会の設立に向けて活動する予定である。

東北ブロックにおける小児がん拠点病

院および小児がん診療病院

実績と東北ブロック内の小児がん患者動
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をとりなが

ら診療連携を行うことが重要と考えられ

長期フォローアップ体制は、小児がん

拠点病院での体制は確立されているが、

体制は把握さえて

診療連携においては、特に東北ブロッ

TV 会議

ネットワークの構築は極めて有用であっ

また、多職種医療スタッフの教育とし

て各研究会やセミナー主催を継続するこ

との重要性を認識できた。今後は、全小
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態、小児がん長期フォローアップ医療提

供体制と地域連携、東北ブロック小児が

ん医療提供体制協議会の構成と東北ブ

ロック内連携のための具体的方法につ

いてまとめた。 

 今後は長期フォローアップ体制の東

北ブロック内連携体制の構築、多職種ス

タッフによる東北ブロック診療支援部

会の設立が必要であり、今後の目標とし

て挙げられた。 

 

Ｆ．健康危険情報 

特になし。 

 

Ｇ．研究発表 

１．論文発表 

なし。 

２．学会発表 

1. 力石健、佐藤仁美、笹原洋二 

当科における移植後フォローアップ外

来の現状と課題 

 

第 66 回東北小児白血病研究会 

仙台、2014 年 4月 4 日 

2. 渡辺祐子 

こどもの緩和ケア 

第 2回小児在宅研修会  

仙台、2015 年 10 月 31 日 

3. 笹原洋二 

小児がん拠点病院としての東北大学病

院の取り組み 

第 389 回東北医学会例会シンポジウム 

仙台、2015 年 11 月１７日 

 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

  （予定を含む） 

１．特許取得 

なし。 

２．実用新案登録 

なし。 

３．その他 

なし。

 


